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 第 1章では、本研究の目的を達成するために、次の 3つの課題を設定した。 
【課題 1】社会的ニーズの視点から見た日本語専攻教育に求められる ICC能力とは何か。 
【課題 2】教育現場では ICC 能力を育成するために、どのような教育内容をめぐって、そ
れをどのように扱っているか。 
【課題 3】社会的ニーズと教育現場の間における ICC 能力の認識に関する相違点を最小に
するためには、ICC 能力を育成するための、ICC 能力の記述とその教育内容をどう定めれ
ばいいか。 















2001・FREPA 2012)と対照して分析を行い、具体的に 61 項目から構成される調査項目プ
ールを確定した。これらの項目とその記述文は第 4 章の実証研究を展開するために使われ
た。 
	 第 4章では、第 3章の【研究 1】の結果に基づき、353名の元学習者を対象にアンケート
調査【研究 2】を実施した。収集した量的データを対象に、探索的因子分析・確認的因子分
                                                        





































	 第 7 章では、本研究の主たる目的を解決するために、まず、社会的ニーズと教育現場の

















	 第 8 章では、本研究の総括を行う。序章で設定した研究目的に沿って各章の結果をまと
める。最後に、本論の限界と今後の課題を確認した。 
	  
 
